
読
売
新
聞
社
賞

京
都
新
聞
社
賞

毎
日
新
聞
社
賞

朝
日
新
聞
社
賞

綾
村
坦
園
賞

神
田
喜
一
郎
賞

平
安
書
道
会
会
長
賞

商
工
会
議
所
会
頭
賞

京
都
市
教
育
長
賞

京
都
府
教
育
長
賞

京
都
市
市
長
賞

京
都
府
知
事
賞

平
安
準
大
賞

平
安
大
賞

平
安
特
別
大
賞

高
野
 
敏
子

塚
原
 
正
治

長
谷
川
紘
子

澤
崎
 
康
子

大
谷
 
香
峰

東
 
志
小
美

伊
藤
 
知
子

佐
々
木
久
美
子

山
上
 
秀
子

北
本
 
菊
江

嶋
田
 
麻
美

坂
口
 
眞
由

三
原
 
 
猛

廣
田
 
華
恵

武
田
 
韶
子

細
見
 
玲
汀

石
原
 
京
佳

吉
田
 
実
歩

秋
山
 
里
菜

多
保
田
万
優

高
井
 
晃
生

北
地
 
る
か

西
山
 
し
ほ

中
尾
 
愛
美

市
橋
 
春
希

坂
井
 
梨
眞

安
田
い
つ
き

遠
藤
 
万
絢

池
田
 
実
央

花
岡
 
優
佳

小
町
紗
耶
華

津
田
 
勇
成

馬
場
 
由
季

高
木
 
愛
梨

檞
 
沙
季

北
野
 
蘭

北
 
和
馬

澤
守
 
愛

山
本
 
柚
凛

埴
田
 
明
里

椿
森
 
来
実

大
城
 
香
乃

山
本
 
楓

山
崎
 
実
那

池
田
 
茉
央

藤
井
 
日
和

津
田
 
智
貴

中
西
 
杏
璃

坂
下
 
友
理

副
島
 
和
奏

井
口
 
美
亜

吉
田
 
遥

亀
田
 
唯

庭
田
 
朱
梨

黒
田
 
由
理

藤
川
 
陽
菜

水
由
 
陽
子

長
崎
 
由
莉

旭
　
美
月

中
村
 
咲
希

山
本
 
千
尋

西
部
 
響

木
村
 
仁
美

東
 
富
士
子

西
邑
 
紀
香

西
垣
 
萌
衣

宮
本
 
莉
奈

山
本
宇
紀
彦

上
田
圭
一
郎

林
 
妃
佳
璃

大
田
 
賢
人

秋
 
美
蘭

中
木
戸
雄
飛

北
室
 
葉
菜

吉
田
 
歩
未

久
保
あ
づ
さ

ユ
ネ
ス
コ
会
長
賞

会
賞

京
都
新
聞
開
発
㈱
賞

京
都
銀
行
頭
取
賞

呉
竹
賞

奨
励
賞

芸
術
新
聞
社
賞

墨
運
堂
賞

第
九
十
二
回
　
平
安
書
道
会
書
道
公
募
展
　

特
別
賞
受
賞
者

  
 

 

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
良
い
年
に
し
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。 

平
安
書
道
会
の
昨
年
の
主
な
行
事
を
紹
介
し
ま
す 

  

総 

会 
 

 

一
月
二
十
九
日 

烏
丸
御
池
の
ハ
ー
ト
ン
ホ
テ
ル
に
て
開
催
、
総
会
の
後
の
記

念
講
演
で
は
、
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
、
大
谷
敏
夫
先
生
に
、『
包
世
臣

と
安
呉
論
書
』
と
い
う
題
目
で
、
記
念
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

 

亀
岡
練
成
会 

 
 

初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
亀
岡 

「
湯
の
花
温
泉
松
園
荘
保
津
川
亭
」
に
て
、
練
成
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
四
月
二
十
二
日
は
、
あ
い
に
く
の
悪
天
候
で
し
た
が
、
送
迎
バ
ス
に
乗
り
込

ん
で
湯
の
花
温
泉
へ
。
大
広
間
を
借
り
て
、
各
自
、
筆
を
と
っ
て
作
品
を
書
き
上
げ
て
ゆ
き
ま

す
。
周
囲
で
は
そ
の
様
子
を
見
学
す
る
姿
も
見
え
ま
す
。 

日
頃
、
人
の
書
す
様
子
を
見
る
機
会

な
ど
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

反
対
に
、
人
の
前
で
書
い
て
み
る
の
も
勉
強
と
思
い
ま
す
。
良

い
機
会
と
な
り
、
参
加
者
一
同
、

満
足
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。 

  

春
の
見
学
会 

 

 

五
月
十
三
日
に
、
烏
丸
七
条

の
京
都
国
立
博
物
館
で
、
開
催

中
の
『
王
朝
文
化
の
華 

陽
明

文
庫
名
宝
展
』
を
見
学
。
熱
い

日
で
し
た
が
、
さ
す
が
人
気
が

高
い
展
覧
会
で
、
多
く
の
会
員

が
集
ま
り
ま
し
た
。 

  

第
九
十
二
回 

 

 

平
安
書
道
会
公
募
展 

 

七
月
五
日
～
八
日
、
各
々
の

力
と
情
熱
を
か
け
て
、
平
安
書

道
会
公
募
展
が
京
都
市
美
術
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
聞
記

事
に
も
な
っ
た
今
年
の
公
募
展
、

多
く
の
方
が
特
別
賞
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。 

 

京
都
新
聞
開
発
賞
を
受
賞
し
た
花
岡
優
佳
さ
ん
は
小
学
四
年
生
。
細
見
玲
汀
先
生
の
教
室

で
、
一
度
家
に
帰
っ
て
も
ま
た
お
稽
古
に
や
っ
て
く
る
ほ
ど
お
習
字
が
大
好
き
な
の
だ
そ
う

で
す
。
堂
々
と
し
た
「
太
陽
の
光
」、
先
生
が
い
く
つ
か
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
言
葉
か
ら

自
分
で
選
び
、
一
生
懸
命
書
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
お
習
字
続
け
て
く
だ
さ
い
。 

平
安
書
道
会
事
務
局
だ
よ
り 

 

平
成
二
十
五
年
正
月
号 

京
都
新
聞
市
民
版
よ
り 



平
安
書
道
会
ほ
ー
む
ぺ
ー
じ 

最
新
情
報
は
こ
こ
か
ら
ど
う
ぞ 

 

奨
励
賞
に
輝
い
た
三
原
猛
さ
ん
は
、
今
回
大
作
を
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
構
想
三
年
の
力
作
で
す
。 

写

真

は

小
さ
く
て

わ
か
り
に

く
い
で
す

が
、
会
場

で
拝
見
す

る
と
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
般
若
心
経
の
全
文
を
四
十
五

個
の
印
に
刻
ん
だ
も
の
。
よ
く
み
る
と
一
つ
一
つ
印
の
装
丁
が
違

い
、
印
泥
も
違
う
の
が
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。
授
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

  

第
三
十
二
回
聚
英
展 

 

於 

京
都
文
化
博
物
館 

 

九
月
二
十
五
日
～
二
十
九
日 

当
会
の
審
査
員
で
構
成
さ
れ
る
聚
英
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。
金
文
、
木
簡
、
篆
刻
か
ら

行
書
草
書
、
仮
名
や
、
現
代
詩
文
な
ど
、
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
が
四
十
九
点
並
び
、
見
ご
た
え
の
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
小
品
と
は
い
え
、
出
品
者
の
力
量
と
感
性
を
み
が
く
良
い
機
会
と
な
っ
て
、
会
を
重
ね
る
ご
と
に
高
品
質
に
な
っ
て

ゆ
く
聚
英
展
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

  

先
人
追
悼
法
要
・
筆
供
養 

 
 

於 

東
福
寺
塔
頭
正
覚
庵 

十
一
月
二
十
三
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
日
。
例
年
と
違
い
、
早
い
秋
の
到
来
で
、 

東
福
寺
の
紅
葉
も
ち
ら
ほ
ら
散
り
は
じ
め
、
少
々
寒
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

午
前
十
一
時
よ
り
、
当
会
の
多
く
の
先
達
を
供
養
す
る
法
要
が
例
年
と
お
り
行
わ
れ
、 

午
後
は
古
く
な
っ
た
筆
に
感
謝
す
る
筆
供
養
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
参
拝
客
が
訪 

れ
、
使
い
切
っ
た
筆
を
焚
き
あ
げ
、
そ
の
煙
を
浴
び
て
書
道
の
上
達
を
願
い
ま
し
た
。 

 

 

訃 

報 
 

当
会
理
事 

武
田
捷
石
先
生
は
、
十
二
月
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。 

長
い
間
本
会
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
先
生
を
失
う
こ
と
は
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。 

こ
こ
に
謹
ん
で
追
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。 

  

 
 
 

 
 

～
～ 

今
年
度
の
行
事
予
定 

～
～ 

  

総 

会 
 
 

一
月
二
十
七
日 

京
都
駅
前 

京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
ま
す
。
総
会
の
後
の
記
念
講
演
で

は
、
当
会
顧
問 

興
膳
宏
先
生
に
よ
る
記
念
講
演
が
あ
り
ま
す
。
中
国
文
学
の
著
書
も
多
い
先
生
の
『
干
支
に
つ
い

て
』
の
お
話
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

  

練
成
会
情
報 

 

前
回
の
練
成
会
は
大
変
好
評
で
し
た
。
今
年
も
続
い
て
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
春
の
季
節

に
開
催
予
定
で
す
が
詳
細
は
未
定
で
す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

  

第
九
十
三
回 

平
安
書
道
会
公
募
展 

 
 

平
成
二
十
五
年
八
月
一
日 

～
四
日
、
京
都
市
美
術
館
に
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 


